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概  要 

本器は工業用水の受水管理を目的とした超過流量記録計です。 

流量計からの流量信号を受信し、使用流量および超過量の積算計数を行い、時間量・日量・月

量・年間量の積算記録を行います。 

信号入力方式、超過演算方式などを設定により可変でき、さまざまな計測形態に柔軟に対応可

能です。演算器内蔵のアナログ信号出力により２ペンのペンレコーダへ使用量と契約量のスケ

ール出力を行います。 

USB メモリ機能を搭載し、日報・月報・年報の帳票データをCSV 形式で保存できます。 

 【CLIMS-S 型式】 

CLIMS-01S プリンタ無しタイプ 

CLIMS-02S プリンタ有りタイプ 

 【無停電電源装置オプション指定】 

無印 無停電電源装置なし 

-U 無停電電源装置のみ 

-UF 無停電電源装置（平置固定用金具付） 

-UR 無停電電源装置（マウント用金具付） 

 

※ パスワードロックと指定された項目はパスワードロックされており、エンドユーザー様で

の変更が出来ないような運用が可能です。 

 

⚫ 積算機能  パスワードロック 

工業用水使用量の積算方式を[アナログ]・[パルス]から選択可能です。 

 

【アナログ瞬時積算】 

アナログ信号入力をスケール変換およびサンプリングすることにより流量および超過量の

積算計数を行います。 

 

フルスケールと超過レベル共通の小数点位置を 0～3位で設定します。 

 小数点位置： [0] [0.0] [0.00] [0.000] 

※小数点位置とは別に、計数小数点位置を任意に指定可能 

設定するフルスケール値・超過レベル値は「１時間あたりの流量」として 4 桁までの数値

を設定します。 

フルスケール設定値： [000.1] ～ [9999] m3/h 

 

アナログ積算は、いったんデータを瞬時値にスケール変換して演算しますので、同時に瞬

時値・平均値・最大値の計測も行います。 
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【パルス積算】 

流量計からのパルス信号を受信し、使用量として積算計数します。 

パルス積算を選択した場合、アナログ入力は瞬時値・平均値・最大値の演算のみ行い、 

使用量の積算計数はパルス入力で行います。 

1 パルスの重みを任意に指定可能です。 

１パルスの重み： [0.000001]～[9.999999]m3/pulse 

 

⚫ 超過演算機能   パスワードロック 

超過演算機能を[瞬時超過]・[堆積超過]から選択可能です。 

 

【アナログ瞬時超過演算】 

使用量の瞬時値が、契約量（超過レベル）を瞬間的に超えた場合に、超過分の流量を演算し超過

量の積算計数を行います。 

超過レベル設定値： [0.001] ～ [9999] m3/h （小数点はフルスケールに準ずる） 

 

 

※ 瞬時超過は、アナログ入力にのみ対応可能です。 

※ 瞬時超過では、１時間の積算量が超過レベルに達していない場合でも、超過を積算する場

合があります。 

 

【堆積超過演算】 

設定された使用量のカウンタ（時間量・日量・月量）の積算値が、契約量（超過レベル）を超えた

ときから、超過量の積算計数を行います。 

 

比較対象カウンタ： [時間]  [日]  [月] から選択 

 

堆積超過レベル設定値 ： [0.001] ～ [99999] count （小数点はフルスケールに準ずる） 
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⚫ デジタル出力機能 

３系統のデジタル出力機能を標準搭載し、警報出力・流量積算パルス・超過積算パルスと

して出力します。  

警報出力レベルは任意に指定可能です。 

パルス出力は、内部演算により積算された計数の倍率を指定可能です。 

 

⚫ タッチパネル表示 

5 インチカラータッチパネルディスプレイにより積算計数の表示・各種設定操作を行います。 

バックライト輝度調整が可能です。 

また、オートレジューム機能により 10分（可変）無操作で画面を消灯します。 

 

⚫ プリンタ機能 【CLIMS-02S】 

サーマルプリンタにより、１時間ごとの使用量・超過量・日量・月量・年間量を印字記録

可能です。どの印字を行うかは任意に指定可能です。 

 

【印字内容のカスタマイズ機能】 

印字データは、USB メモリ経由で設定された計測名称が、指定されている項目のみ印字さ

れ、任意に印字内容をカスタマイズ可能です。 

 

【自動巻き付きチャートワインダー】 

記録紙排出口に引っ掛けて使用するチャートワインダーを標準搭載しています。 

40φまでの記録紙を巻き取ることが可能です。 

 

⚫ USB メモリ機能 

前面のUSB ソケットから、USB メモリへ計測記録データを保存できます。 

お使いのPC 上にてデータ確認・管理にご使用頂けます。 

また、現場名称、計測名称などの文字列の設定をUSB メモリ経由で設定可能です。 

更に、本体メモリ内容のバックアップ機能により、故障等の機器入れ替え時に全メモリ内

容の移動が可能です。 

 

⚫ アナログ出力機能 （内蔵ペンレコーダへ接続） 

一定出力・流量出力が選択可能で、出力倍率を[0.0001]～[9.9999] まで指定可能です。 

例)出力範囲を 4～20mA とした場合 

一定出力 ： 16mA × [倍率] ＋ 4mA 

流量出力 ： （入力信号mA － 4mA） × [倍率] ＋ 4mA 

※0~20mA の範囲を超える信号は出力されません。 

 

⚫ 断線検出 

断線発生と解除時にイベントログを記録します。 

断線発生レベルは、信号入力 4mA の 80%(3.2mA)で断線と判断し、使用流量がアスタリス

ク表示となり、断線解除レベルは、信号入力 4mA の 90%(3.6mA)で断線を解除し、使用流

量は 0（計数小数点位置による。）を表示します。 

  



仕  様 

項目 内 容 

アナログ 

計測 

流量アナログ 

信号 

DC4～20mA アナログ信号 

設定されたスケールの瞬時値に変換し瞬時積算・瞬時超過積算 

計測サンプリング：100ms. 

・入力インピーダンス 

DC4～20mA ： 約 250Ω 

デジタルアイソレーション方式  測定精度 ： ±0.2% of F.S. 

超過演算 
超過演算方式を [瞬時超過]・[堆積超過]から任意に選択可能 

堆積超過のみ 比較積算値を [1 時間]  [1 日]  [1 ヶ月]から選択 

流量範囲 

（フルスケール） 

時間あたりスケールを設定  

有効数値 4 桁  小数点位置 0～3 位まで指定可能 

設定範囲： 0.001 ～ 9999 m3/h 

契約量 

（超過レベル） 

時間あたり超過レベルを設定 

有効数値 4 桁  小数点位置はフルスケールと同一 

設定範囲： 0.001 ～ 9999 m3 

計数表示 
計数表示小数点位置可変  [0] [0.0] [0.00] [0.000] （初期値[0]） 

単位 [m3] 固定 

パルス計測 累積量 

使用量の累積量として積算計数 

１パルスの重み設定可能： [0.000001]～[9.999999]m3/pulse 

パルス幅 10ms. 以上（Duty50%） 最大計数速度 50Hz 

無電圧接点信号 端子間電圧 DC+12V ON 電流約 5mA 

信号出力 

アナログ出力 

（ペンレコーダ

接続） 

DC0～20mA アナログ信号 2 系統  負荷容量 750Ω 

(初期値：4～20mA) 

設定にて[流量出力]  [一定出力] 指定可能 

 出力比率： [0.0001] ～ [9.9999] 倍（上限 20mA） 

デジタル出力 

フォト MOS-FET 出力  ３系統 

最大定格 AC/DC350V  100mA  ON 抵抗 50Ω以下 

流量パルス出力 

超過パルス出力 

積算パルスおよび超過積算パルス 

パルス信号出力幅：0.1s 

出力倍率  [x1] [x10] [x100] [x1000]選択 

警報 

出力 

瞬時 

超過 

瞬時超過レベル以上となっている間ＯＮ 

警報レベル設定 [0000]～[9999]  

小数点位置は計測機能設定に準ずる 

堆積 

超過 

対象カウンタの値が設定レベル以上の間ＯＮ 

警報レベル設定 [00000]～[99999]  

小数点位置は計測機能設定に準ずる 

 

 

  



項目 内 容 

表示器 

5 インチバックライト付 カラーＬＣＤタッチパネル 

表示可能文字：カナ・英数字・漢字  オートレジューム機能付 

バックライト 

寿命 

輝度 50% 低減 

輝度 3 約 20,000 時間   輝度 8 約 10,000 時間 

タッチ寿命 約 100 万回 

データ 

リセット 

時間量 1 時間印字後、流量・超過量ともに自動リセット 

日報量 日付更新により流量・超過量ともに日量を自動リセット 

月報量 月更新により流量・超過量ともに月間量を自動リセット 

年報量 設定の年度更新により流量・超過量ともに年間量を自動リセット 

累積量 手動のみ (既設メーター合わせ用にプリセット可能) 

表示内容 

流 量 

（使用量） 

瞬時値・時間量・日量・月間量・年間量・累積量 

日平均値・月平均値・年平均値  日最大値・月最大値・年最大値 

超過量 瞬時値・時間量・日量・月間量・年間量・累積量 

計数桁 

累積量  最大 9 桁(小数点含む) ゼロサプレス表示 

年報量  最大 9 桁(小数点含む) ゼロサプレス表示 

月報量  最大 9 桁(小数点含む) ゼロサプレス表示 

日報量  最大 9 桁(小数点含む) ゼロサプレス表示 

時間量  最大 5 桁(小数点含む) ゼロサプレス表示 

※計数値が表示桁を上回る場合小数点最下位桁からシフト表示 

現在時間 西暦 4 桁（2099 年まで） [ 2020/01/23 (月) 12:34 ] 曜日自動設定 

紙切検出 画面メッセージ表示 

プリンタ 

【CLIMS-02S】 

オートカッター付サーマルプリンタ 

印字可能文字 漢字（第 1/第 2 水準）・かな・カナ・英数字・記号文字 

寿命 
耐パルス性：1 億パルス   耐摩耗性     ：50 km 以上 

オートカッター：50 万カット以上 

使用記録紙 
紙幅 58 ㎜×60 ㎜ φ以下のサーマルロール紙 

記録紙型式：CRP586012 （記録紙保存期間 約 1 年） 

紙送り 印字後１行紙送り および 押しボタン操作により手動紙送り 

記録紙カット 集計印字後カット（設定可変） および手動によりカット操作 

印字機能 

【CLIMS-02S】 

1 時間印字 毎正時自動印字  （ON/OFF 設定有り） 

日報印字 
日付更新と共に自動印字 （ON/OFF 設定有り） 

※「1 時間印字」「月報印字」「年報印字」がＯＦＦ時は自動でＯＮに設定 

月報印字 月更新と共に自動印字 （ON/OFF 設定有り） 

年報印字 年更新と共に自動印字 （ON/OFF 設定有り）（決算月指定可能） 

手動印字 
前面印字押ボタンスイッチを押すことにより、「手動印字」メッセージ

と共に、その時点のデータを印字 

印字記憶 
紙切れなどにより印字不能になった場合に、印字内容を 1000 件ま

でメモリに記憶し、印字可能となったとき一括印字 

 

  



項目 内 容 

USB メモリ 

機能 

フォーマット形式 FAT16  保存ファイル形式 CSV （カンマ区切りテキスト） 

データ記録タイミングにて、挿入されている USB メモリに自動保存 

および任意のタイミングでタッチパネル操作により一括保存 

ロギングデータ 

保存 

最大 1000 件の 1 時間データを記憶 

(1000 件を超えるものは古いデータから上書き) 

日報保存 
１日の１時間データを時系列リスト作成し、自動保存 

内部保持日数：7 日間 （7 日を超えるものは古いデータから削除） 

月報保存 
１ヶ月間の１日ごとの日量を時系列リスト作成 

内部保持期間：翌 1 ヶ月 

年報保存 
１年間の１ヶ月ごとの月量を時系列リスト作成 （決算月指定可能） 

内部保持期間：翌 1 年 

カウンタ文字 
各カウンタ名称を USB メモリ経由で変更可能 

指定しないカウンタは印字に反映しない 

アップデート USB メモリ経由で本体ソフトウェアのアップデートが可能 

時計機能 
オートカレンダー方式  タッチパネル操作により初期設定可能 

西暦は下２桁のみの設定となります。（ 2015 ～ 2099 年） 

バックアップ 

停電時、時計動作・メモリ内容のバックアップ 

停電時の保持期間目安 2 年 

使用バッテリ 
内部二重層コンデンサにより短期間（約 1 日）バックアップ 

CR2 (径 15.6×高さ 27mm) リチウムバッテリ 

耐用年数 
内部二重層コンデンサ約 8 年 (周囲環境により異なります) 

CR2 約 5 年 (周囲環境により異なります) 

外形寸法 

480 ㎜(W) × 349 ㎜(H) × 373.9 ㎜(D) （AC ケーブル含む）  

※JIS 規格ラック用ボックス 

パネルカット寸法：448.4(W)×350(H)  +１ -0 mm 

重量 約 10 kg 

動作環境 

設置環境 
屋 内  (塩害、腐食性ガス、粉塵等の少ない場所) 

直射日光の当たらない場所 

周囲温度 10 ～ 50 ℃ (保存温度：-20 ～60℃) 

湿  度 85%RH 以下 (結露しないこと) 

端子台 

形状 座金付ネジ式端子台 端子間ピッチ 10.16mm ｘ 10 ２セット 

適合電線 
単線／撚線：0.32 ㎜² (AWG22) ～ 2 ㎜² (AWG14) 

端子ネジ締付トルク 1.2N・m MAX 

先端処理 M4 圧着端子 または むき線 

電源電圧 AC 100 V±10% 50～60Hz 

消費電力 AC100V 時 印字時最大約 40W 通常時 約 15W 

保証期間 製品納入から 1 年 （納入時期は製品添付の試験成績書に記載） 

 

  



項目 内 容 

付属品 

専用取付具 一式（UPS 設置用） 

USB メモリ （型式・容量不定） 1 個 

記録紙(CRP586012) 10 巻             【CLIMS-02S】 

ロール軸 1 本              【CLIMS-02S】 

専用紙受け台（CPT-02） 1 個 (自動巻き付き）    【CLIMS-02S】 

ペンレコーダ用チャート紙 10 冊 

UPS 用 AC ケーブル 1 本 （3 m） 

 

【ペンレコーダ】 

項目 内 容 

型式 HR-702 (2 ペン式 紙幅 100mm)  メーカー：神港テクノス（株） 

測定点数 ２点 ペン書式 （超過量・実流量） 

測定周期 125ms 

表示周期 2.5s 

入力種類 
直流電圧：±10mV，0～20mV，0～50mV，±200mV，±1V，±10V，0～5V 

直流電流：4～20mA DC（シャント抵抗外付け：250Ω） 

記録方式 ディスポーザブルフェルトペン 

記録色 1CH 赤色：超過設定値（固定）  2CH 緑色：使用量 

記録紙送り精度   ±0.1％以下 （ただし、1000mm 以上送った場合で、紙の伸縮は含みません） 

記録紙 長さ：16m，幅：114mm，折りたたみ幅:40mm 

記録紙送り速度 20mm/h (5～12000mm/h 可変) 

精度定格 ±0.3% ｏｆ ｒｄｇ±3digit 以下：デジタル表示・印字 

電源電圧範囲 85～264V AC ：45～65Hz 

最大消費電力 35VA 以下(100V AC) 

 

【オプション：無停電電源装置】 

無停電 

電源装置 

(UPS) 

メーカー オムロン ソーシアルソリューション株式会社 

型 式 BX35F 

運転方式 常時商用給電方式（停電時出力切替：矩形波） 

電源電圧 AC100V 50/60Hz 

消費電力 通常 12W/負荷時最大 34W （出力負荷除く） 

出力容量 AC100V 500VA/300W 

停電補償時間 3 時間以上 

充電時間 12 時間 

バッテリ期待寿命 4～5 年 

バッテリ交換方式 ホットスワップ（簡易交換式） 

入力保護 リセットタイプ過電流保護器 

  



外観・各部の名称 

【CLIMS-01S】 

 

【CLIMS-02S】 

 

① CLIMS 本体 

19 インチサブラック JIS-C-6010-2 規格に準拠します。 

② ２ペンレコーダ 

使用流量（緑）と時間契約量（赤）を連続ペン記録します。 

③ 5 インチ タッチパネル表示器 

現在時間、使用量・超過量などの計測データを表示します。 

また、画面タッチ操作により、各種操作を行います。 

④ プリンタ扉 【CLIMS-02S】 

プリンタ扉はプッシュ開閉式です。プリンタ扉内にプリンタメカ、記録紙が設置されており、 

記録紙排出口に紙受け台を設置できます。 

⑤ 紙受け台（巻き取りモーター付き） 【CLIMS-02S】 

最大 40φまでの記録紙を巻き取ることが可能です。 

⑥ ＵＳＢコネクタ（コネクタカバー付） 

データ保存時に、このコネクタにＵＳＢメモリを挿入します。 

※通常動作時はＵＳＢメモリを挿入する必要はありません。 

⑦ 印字スイッチ 【CLIMS-02S】 

スイッチを操作することにより印字を行います。通電中はランプが緑色に点灯します。 
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長押しすることにより、フィードと記録紙のカットを行います。 

⑧ 電磁流量計用端子台 

10 ピン 座金付 M4 ネジ式端子台 端子間ピッチ 10mm。 

電磁流量計の信号及び出力電源を接続します。 

⑨ 電源入力・信号出力用端子台 

10 ピン 座金付 M4 ネジ式端子台 端子間ピッチ 10mm。 

この端子から 8-10 番端子に外部電源を接続します。 

また、1-6 番端子に流量積算パルス・超過積算パルス・超過警報出力信号を出力します。 

⑩ 電源入力用 AC インレット 

装置の電源入力用のインレットです。付属の AC コンセントケーブルを３ピンの商用コンセントに

接続するか、オプションの無停電電源装置の電源出力と接続します。 

※ ⑨の電源端子台からのみ電源供給を行う場合、このインレットを⑪の AC コンセントへ接続

してください。 

⑪ AC コンセント 

  ⑨の電源入力端子台 8-10 の電源入力端子と結線されている、３ピンの AC コンセントです。 

  端子台からの電源入力を、無停電電源装置の電源入力とするために搭載しています。 

⑫ サーキットプロテクタ・コンセント用カバー 

カバー内に装置用と電磁流量計用のサーキットプロテクタ、および AC インレットが内蔵されて

います。 AC インレットはこのカバーにて着脱防止を兼用しています。 

⑬ パネルマウント用アングル 

ビスで固定されている着脱可能なマウント用アングルです。 

盤やラックなどへパネルマウント設置をする場合に、ビスで盤面に固定することが出来ます。 

⑭ ゴム足（付属品） 

卓上設置する場合に、付属ビスで底面へネジ止めしてご使用ください。  



設置方法 

【盤面へマウントする場合】 

付属のアングルを装置ケース側面にビス留めし、前方より盤へマウントし、M5 ビス 8 本で固定してく

ださい。 

 

【卓上する場合】 

付属のゴム足を装置底面の四隅へ貼り付け、安定している台や机等に設置してください。 

500mm（W）×400mm(D)以上の面積のある設置面に置いてください。 

※台に高さがある場合は、台を耐震金具等で固定し、転倒しないよう対策を講じてください。 

 

【無停電電源装置（UPS）の設置について】 [指定オプション：-U] 

無停電電源装置（UPS）は台やラックの平面に設置してください。台の場合、300mm×300mm 以上の

面積のある場所に平置きしてください。 

参考：無停電電源装置 UPS 外形寸法 （オムロン製 BX50F） 

 

  

500 mm 以上

400 mm 以上



【無停電電源装置を装置上面に設置する場合】 [指定オプション：-UF] 

オプションの無停電電源装置は装置上面に設置することが可能です。（製品オプション -UF） 

 この場合、装置上面にタップ穴を施工しますので、この穴にオプション取付金具にて固定します。 

 

 

【無停電電源装置をラックマウントにて設置する場合】 [指定オプション：-UR] 

 ラックマウントにて設置する場合、別途マウント用金具をご用意しております。（製品オプション -UR） 

 UPS をマウント用金具に設置し、ラックへマウント設置してください。（JIS/EIA 両規格対応） 

 
  



システム図・端子仕様 

 

信号出力 等価回路 

 

※デジタル出力部には保護回路は挿入されておりませんので、適宜バリスタ等の保護回路を挿入し

てください。 
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印字フォーマット サンプル 【CLIMS-02S】 

記録紙使用量を考慮し、1時間に 1行の印字を行い、最終的に帳票になるよう印字します。 

  日付更新時に日付とタイトルを印字します。 

 使用記録紙 ： 紙幅 58 ㎜×60φ  感熱ロール紙（保管期間：約 3年） 

 

※ 上記フォーマットは PC 上で作成したもので、字体等実際の印字と異なります。 

※ 項目名は、別紙【名称設定】で指定された名称で印字され、名称を空白（設定なし）として

いる項目は印字されません。 

※ 小数点位置は設定により異なります。 

※ 日付更新時にヘッダー部を自動印字し以後 1 時間に 1 行の印字を行い、帳票を作成し

ます。 

※ 設定により、1時間・日報・月報・年報はON/OFF可能です。ただし全てOFFにした場合

は日報を印字します。 また印字を OFF にしても内部処理では全てのデータ記録を行

います。 

※ 上記は印字方向「倒立印字」時の印字例となります。「正立」設定時は文字が逆転します。

倒立：古いデータが上方  正立：新しいデータが上方  

- - - - - -  2 0 1 8年  1 2月 3 1日 (木 )  - - - - - -

       現場名称最大 3 2 b y t e

F . S  5 0 0 . 0  m 3 / h   契約量  3 0 0 . 0  m 3 / h

時刻     超過量    時間量   累積量 ( m 3 )

0 1 : 0 0        0     3 0 0      1 1 0 3 0 0

0 2 : 0 0      1 0 0     4 0 0      1 1 0 7 0 0  

0 3 : 0 0      1 9 9     4 9 9      1 1 1 1 9 9  

               ：

               ：

2 3 : 0 0        1     3 0 1      1 2 3 1 5 7

0 0 : 0 0        0     2 9 9      1 2 3 4 5 6

= = = =   2 0 1 8年 1 2月 3 1日    日報   = = = =

     日　　量         1 3 7 0 0  m 3

     累  積  量        1 2 3 7 0 0  m 3

     日超過量           2 9 9  m 3

     超過累積          1 2 9 9  m 3

     日平均値       3 4 5 . 6  m 3 / h

     日最大値       4 9 9 . 0  m 3 / h

= = = = = =    2 0 1 8年 1 2月  月報    = = = = = =

     月  間  量         2 3 4 5 6  m 3

     累  積  量        1 2 3 7 0 0  m 3

     月超過量          1 2 3 4  m 3

     超過累積          1 2 9 9  m 3

     月平均値       3 0 0 . 0  m 3 / h

     月最大値       4 9 9 . 8  m 3 / h

= = = = = = =   2 0 1 8年度   年報    = = = = = = =

     年  間  量        1 2 3 7 0 0  m 3

     累  積  量        1 2 3 7 0 0  m 3

     年超過量          1 2 9 9  m 3

     超過累積          1 2 9 9  m 3

     年平均値       2 8 0 . 0  m 3 / h

     年最大値       5 0 0 . 0  m 3 / h

- - - - - -  2 0 1 9年   1月  1日 (金 )  - - - - - -

       現場名称最大 3 2 b y t e

F . S  5 0 0 . 0  m 3 / h   契約量  3 0 0 . 0  m 3 / h

時  刻    超過量    時間量   累積量 ( m 3 )

0 1 : 0 0        0      1 2 3      1 2 3 8 2 3

0 2 : 0 0        0      1 2 3      1 2 3 9 4 6

　　　　　　　　　：

- - - - - - - - - - -   手動印字   - - - - - - - - - -

   2 0 1 9年  2月  1日 (水 )  1 4 : 5 6

       現場名称最大 3 2 b y t e

F . S  5 0 0 . 0  m 3 / h   契約量  3 0 0 . 0  m 3 / h

  積算累積量       1 2 3 4 5 6 7 8  m 3

  積算月報量        1 2 3 4 5 6 7  m 3

  積算日報量         1 2 3 4 5 6  m 3

  積算時間量           1 2 3 4  m 3  

  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

  超過累積量       1 2 3 4 5 6 7 8  m 3

  超過月間量        1 2 3 4 5 6 7  m 3

  超過日報量         1 2 3 4 5 6  m 3

  超過時間量           1 2 3 4  m 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

* *  2 0 1 9 /  2 /  1  1 8 : 3 4    停電発生  * *

* *  2 0 1 9 /  2 /  2  0 9 : 5 8    停電解除  * *

= = = = = =  2 0 1 9年  2月  1日  日報  = = = = = =

     日　　量         1 2 3 4 5  m 3

     日超過量         1 2 3 4 5  m 3

     日平均値       1 2 3 . 4  m 3 / h

     日最大値       1 2 3 . 4  m 3 / h

     累  積  量     1 2 3 4 5 6 7 8 9  m 3

- - - - - - -  2 0 1 9年  2月  2日 (水 )  - - - - - -

       現場名称最大 3 2 b y t e

F . S  5 0 0 . 0  m 3 / h   契約量  3 0 0 . 0  m 3 / h

時  刻    超過量    時間量   累積量 ( m 3 )

1 0 : 0 0     1 2 3 4     1 2 3 4    1 2 3 4 5 6 7 8

1 1 : 0 0     1 2 3 4     1 2 3 4    1 2 3 4 5 6 7 8

* *  2 0 1 9 /  2 /  2  1 1 : 3 4    紙切発生  * *

- - - - - - -  2 0 1 9年  2月  2日 (水 )  - - - - - -

       現場名称最大 3 2 b y t e

F . S  5 0 0 . 0  m 3 / h   契約量  3 0 0 . 0  m 3 / h

時  刻    超過量    時間量   累積量 ( m 3 )

1 2 : 0 0     1 2 3 4     1 2 3 4    1 2 3 4 5 6 7 8

1 3 : 0 0     1 2 3 4     1 2 3 4    1 2 3 4 5 6 7 8

1 4 : 0 0     1 2 3 4     1 2 3 4    1 2 3 4 5 6 7 8

* *  2 0 1 9 /  2 /  2  1 4 : 0 2    紙切解除  * *

印
字

方
向

１時間毎
自動印字

日報印字

月報印字

手動印字

停電解除印字

停電中に日を
またいだ場合
※停電中は計測

できません。

紙切印字

紙切中の
自動印字

紙切解除印字

年報印字

オートカット設定
[日報]

の時カット

オートカット設定
[日報]・[月報]

の時カット

オートカット設定
[日報]・[月報]・[年報]

の時カット

時間超過量

時間使用量

累積使用量

名称 ヘッダー部
※日付更新時

自動印字



USB保存フォーマット 

本器は、記録データを内部メモリに蓄積しており、USB メモリへ保存する場合にのみ、USB メモリ

をコネクタに挿入します。保存されたファイルは、エクセル等の表計算ソフトにて閲覧可能です。  

※保存フォルダ名は CLMP,CLM で変わります。以下は CLMP で保存時の説明です。 

日報保存 

例）2018 年 1 月 23 日の日報 (保存先フォルダ CLMPE/DAILY  ファイル名：D180123.CSV) 

※　2018/1/23(月)　日報　※
現場名称最大32byte
F.S(m3/h) 100.0 契約量(m3/h) 41.6
時刻 時間超過(m3) 時間流量(m3) 超過累積(m3)累積量(m3)

1:00 0 40.3 1000.2 10040.3

2:00 25.6 67.2 1025.8 10107.5
3:00 30.7 72.3 1056.5 10179.8

21:00 0 41.6 1234.5 12345.6
22:00 1.2 42.8 1235.7 12388.4
23:00 26.9 68.5 1262.6 12456.9

0:00 58.4 100 1321 12556.9

合計 123.4 1234.5

：

 

 ※日報データの保存期間は 7 日間（1 週間）です。 

  7 日を超えたものは古いデータから上書きされます。 

月報保存 

例） 2018 年 8 月の月報（保存先フォルダ CLMPE/MONTHLY  ファイル名：M1808.CSV） 

※ 2018年 8月  月報 ※

現場名称最大32byte
F.S(m3/h) 3000 契約量(m3/h) 1800

日 日超過(m3) 日流量(m3) 超過累積(m3) 累積量(m3)

1 0 43200 123456 123456

2 10 43210 123466 166666

3 112 43312 123578 209978

4 15 43215 123593 253193

5 145 43345 123738 296538

6 0 43119 123738 339657

25 1 43201 145678 145678

26 5 43205 145683 188883

27 0 43198 145683 232081

28 0 43154 145683 275235

29 90 43290 145773 318525

30 6 43206 145779 361731

31 2 43202 145781 404933

合計 386 561857

：

 

※月報データは月の更新により作成されます。 

 記憶期限は作成されてから１ヶ月間です。 

 例：8 月の集計データは 10 月になった時点でクリアされます。 

  



年報保存 

例） 2018 年度の年報（保存先フォルダ：CLMPE/YEARLY  ファイル名：Y2018.CSV）  

決算月設定：[4] 月 (2019 年 4 月 1 日になった時点で作成) 

※ 2018年度  年報 ※

現場名称最大32byte

F.S(m3/h) 500 契約量(m3/h) 300

年 月 月超過(m3) 月流量(m3) 超過累積(m3) 累積量(m3)

2018 4 0 216000 100000 2000000

2018 5 0 223200 100000 2223200

2018 6 400 216400 100400 2439600

2018 7 300 223500 100700 2663100

2018 8 400 223600 101100 2886700

2018 9 2 216002 101102 3102702

2018 10 304 223504 101406 3326206

2018 11 0 215900 101406 3542106

2018 12 0 223599 101406 3765705

2019 1 88 223288 101494 3988993

2019 2 0 208800 101494 4197793

2019 3 0 216000 101494 4413793

合計 1494 2629793  

年報集計は年の更新（設定された年度更新月になった時点）により作成されます。 

 記憶期限は作成されてから１年間です。 

（例：2018 年度のデータは 2020 年の決算月になった時点でクリアされます。） 

ロギングデータ保存 

ロギングデータ    保存日：2018/12/3（火) 17:32
現場名称最大32byte

F.S(m3/h)200 契約量(m3/h)100

年 月 日 時間 超過量(m3) 流量(m3) 累積量(m3)

* 2018 12 30 17:32 停電発生
* 2018 12 31 16:51 停電解除

2018 12 31 17:00 23 123 1234567

2018 12 31 18:00 23 123 1234690

2018 12 31 19:00 23 123 1234813

* 2018 12 31 19:25 紙切れ発生
* 2018 12 31 20:48 紙切れ解除

2018 12 31 20:00 23 123 1234936

2018 12 31 21:00 23 123 1235059

2018 12 31 22:00 23 123 1235182

2018 12 31 23:00 23 123 1235305
2019 1 1 0:00 23 123 1235428

2019 1 1 1:00 23 123 1235551  

1 時間記録データを、内部メモリに最大1000 件記憶します。1000 件を超えたデータは古いデータから

上書きされます。  

保存ファイル名： YYYYMMDD.CSV  (保存した日付がファイル名となります。） 

 

※保存データ表示例は、表計算ソフトにてセル幅を調整し見やすくしたもので、実際の表示とは異なります。 

※名称は【名称設定】にて設定された名称となり、（設定なし）とされている項目は保存されません。 

 



画面例 

 

メイン画面 

 

※タブボタンにより画面が切り替わります。 

 

  

各種積算値表示 瞬時平均・最大値表示 

  

パスワード入力画面 

（設定によりパスワード入力なしも可能） 
メニュー画面 

 

 

 

  

現在時間 メニューボタン

瞬時値

タブボタン

超過レベル

積算値

パスワードを入力して下さい。

****



 

プリンタ取り扱い方法 【CLIMS-02S】 

 使用プリンタ： サーマルプリンタ NP-K2012R（ニチプリ電子工業(株)製） 

 使用記録紙 ： サーマルロール紙 58mm 幅×60φ 

記録紙交換方法：  

1.プリンタ前面の「プリンタカバー」を開くと、矢印方向に「プリンタカバー」が開きますので、下

図のようにロール軸を取り外します。 

 

 

2.ロール軸を記録紙にセットし、記録紙の先端を下図のようにプリンタ機構ローラー下部へ差

し込むとオートローディングされ、自動的にオートカットを行います。 

 
3.または、プリンタのヘッドアップレバーを押すと、下図のようにプラテンアームが開きます。

記録紙を通してプラテンアームを閉じると自動的にオートローディング、オートカットを行いま

す 

 

4.「プリンタカバー」を閉じて交換作業終了です。 

  

ロール軸

ヘッドアップレバー

プラテンアーム



巻取り機器の使用方法：  

1.下図のように前面の「巻取り器」を取外し、記録紙を 20cm 程度紙送りします。 

 

2.記録紙の先端を下図のように折り畳み、巻取り器前面パネルのロール挟み部に挟み込みます。 

 

3. 本器にて巻取り動作を実行し、記録紙が空回りしない事を確認した後、巻取り器の前面パネル

を閉じてセット終了です。 

 

4.巻き取った記録紙は下図のように横へスライドすることで取り出せます。巻取り量は約 40φまで

となっております。適宜オートカットを行い記録紙を取り出してください。 

  

記録紙　巻取り器

折線

折線

ロール挟み
記録紙



注意点 

◼ フルスケール・超過レベル（契約量）の設定について 

ご注文時に信号仕様・フルスケール・超過レベル及び電源電圧やオプションをご指定ください。 

契約等に使用されることを考慮し、本器では設置後のお客様によるフルスケールおよび契約量

（超過レベル）の変更は、管理者用パスワードでロックされております。 

フルスケールは、ご使用設備環境の最大流量の時間あたり流量となります。 

超過レベルは、管轄水道局との日契約量を 24 時間で割った値となります。 

ご指定頂いたスケールにて、更正済み模擬入力を使用し、最終調整を行い出荷いたします。 

 

◼ 設置場所について 

本器の設置場所は、直射日光が当たらない場所に設置してください。 

本器で使用するタッチパネルは、長時間直射日光に当たると画面の変色やタッチパネル操作が

利かなくなる恐れがあります。 

 

◼ USB メモリへの記録について 

本機は、内部メモリに記録したデータを USB メモリに保存する方式となっており、USB メモリに保

存するときに挿入し、手動操作にて一括保存が可能です。 

また、常時ＵＳＢメモリが挿入されている場合は、各データの印字タイミングで自動書き込みを行

います。（日報、月報、年報） 

 

◼ 計数精度について 

画面表示にて周期測定する場合、まとまった計数値で測定して下さい。 

お客さまにて、誤差確認のため、画面の計数更新をストップウォッチ等で測る場合、画面の表示

更新周期（約１秒）で丸められてしまいますので、１０カウント等の、まとまった計数を測定するよう

にしてください。（本器では、メンテナンスモードにて、計数周期確認モードがございます。） 

 

◼ 本仕様書について 

本仕様内容は設計・製造の都合上、仕様内容が変更となる場合がございます。 

予めご了承ください。 

 

 【改訂履歴】 

バージョン 日付 内容 

1.0 2021.3.1 初 版 

1.1 2021.3.9 ペンレコーダ仕様追記 

2.0 2022.7.13 画面変更 外観図変更 タッチディスプレイサイズ変更 

2.1 2023.4.26 オプションUPS型式変更 

2.2 2023.10.20 外観図変更 

 

  



外観図 【CLIMS-01S】 
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外観図 【CLIMS-02S】 
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設定項目シート 

【計測設定】 ※管理者による設定 

項目 内 容 設定値 

超過演算方式 超過演算機能を設定  [瞬時超過]  [堆積超過] [瞬時超過]  [堆積超過] 

フルスケール 
4 桁数値 [0001] ～ [9999] m3/hour 

アナログ変換スケールを時間あたり値で設定 
    

小数点位置 
[0] [0.0] [0.00] [0.000] 

フルスケール・超過レベルの小数点位置を設定 
[0] [0.0] [0.00] [0.000] 

瞬時超過レベル 

（瞬時超過） 

瞬時超過レベル 4 桁数値 [0000] ～ [9999] m3/hour 

（小数点位置は上記“小数点位置”に依存） 
    

対象カウンタ 

（堆積超過） 
堆積超過の対象カウンタ：[時] [日] [月] [時]   [日]   [月] 

堆積超過レベル 

（堆積超過） 

堆積超過レベル 5 桁数値 [00001] ～ [99999] count 

（小数点位置は上記“小数点位置”に依存） 
     

積算方式 積算方式を設定 [ｱﾅﾛｸﾞ] [ﾊﾟﾙｽ] [アナログ]  [パルス] 

パルスレシオ パルスの重みを設定 [0.000001] ～ [9.999999] 
 ．       

設定例） フルスケール10 m3/h（流量計による） 超過レベル 4.16 m3/h （日量契約100m3）の場合 

フルスケール：[1000]， 超過レベル：[0416]， 小数点位置：[0.00]  

 

【機能設定】 設定画面にて任意変更可能 

項目 内 容 初期値 設定値 

計数小数点位置 

[0] [0.0] [0.00] [0.000] 

表示・印字させる計数値の小数点位置を設定 

※スケール小数点位置より下位の値は常に 0。 

[0] 
[0]  [0.0] 

[0.00]  [0.000] 

アナログ出力 

（２系統個別） 

[な し] [固定] [流量] 

出力仕様を指定 

1 [な し] [な し]  [固定]  [流量] 

2 [な し] [な し]  [固定]  [流量] 

出力比率：[0.0001] ～ [9.9999] 倍 

入力信号に対する比率を指定 

1 [1.0000]  ．     

2 [1.0000]  ．     

警報出力レベル 
[0000] ～ [9999] m3 

小数点位置は計測設定に準ずる 
[9999]     

計数出力倍率 

（２系統共通） 

[x1] [x10] [x100] [x1000] 

計数信号出力の倍率を設定 

例：計測設定小数点位置 [0.00]の場合 

倍率[x100]で1 m3/pulse出力 

[x1] 
[x1]  [x10] 

 [x100]  [x1000] 

年度更新月 年報記録の更新月を設定 [1] ～ [12] 月 [1] 月        月 

パスワード 

設定メニュー移行時のパスワードの有無 [しない] [しない]  [する] 

パスワード設定値 0～4 桁数値 [0000]     

 

  



【印字設定】 【CLIMS-02S】 

項目 内 容 初期値 設定値 

１時間印字 １時間毎印字の実行有無 [する] [しない]  [する] 

日報印字 日報印字の実行有無 [する] [しない]  [する] 

月報印字 月報印字の実行有無 [する] [しない]  [する] 

年報印字 年報印字の実行有無 [する] [しない]  [する] 

オートカット設定 
[しない] [日報] [月報] [年報] 

印字後のオートカット有無の設定 
[しない] 

[しない]  [日報] 

[月報]  [年報] 

印字方向  [倒立]：上から古い順  [正立]：上から新しい順 [倒立] [倒立]  [正立] 

 

【名称設定】 USB メモリから読み込ませて設定 

項目 内 容 初期値 設定値 

現場名称 
現場名称等を指定 最大 32byte 

（半角 32 文字又は全角 16 文字） 
（無記入） 

 

フォルダ名 
ＵＳＢ保存フォルダ名を指定 

半角英数字 最大 11 文字 
[CLMP-E]  

カウンタ名称 * 

（各 16byte まで） 

   半角 16 文字 

 又は全角 8 文字 

１時間印字 

使用量タイトル 時間量  

超過量タイトル 超過量  

累積量タイトル 累積量  

日報印字 

使用量 日   量  

超過量 日超過量  

平均値 日平均値  

最大値 日最大値  

月報印字 

使用量 月 間 量  

超過量 月超過量  

平均値 月平均値  

最大値 月最大値  

年報印字 

使用量 年 間 量  

超過量 年超過量  

平均値 年平均値  

最大値 年最大値  

集計印字時の累積量 累 積 量  

集計印字時の超過累積量 超過累積  

手動印字の瞬時値 現瞬時値  

 

＊カウンタ名称について 

初期値と同じとする場合、”←”や“〃”とご記入ください。 無記入の場合、“設定なし”となります。 

カウンタ名称は、“設定なし”（無記入）とした場合、印字フォーマットにも印字されなくなります。 


